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安倍政権の暴走 「戦争する国づくり」にストップを

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
て
１
５
年
経
過
。
当

初
の
保
険
料
は
基
準
額
が

２
５
５
１
円
／
月
で
あ
っ

た
が
、
今
年
４
月
か
ら
２
．

５
倍
の
６
２
０
２
円
／
月

だ
。
こ
の
間
、
ヘ
ル
パ
ー

の
時
間
短
縮
な
ど
、
国
は

介
護
に
か
か
る
費
用
を
削
っ

て
き
た
。
今
後
も
「
お
金

が
無
い
と
医
療
・
介
護
が

受
け
ら
れ
な
い
」
仕
組
み

が
強
め
ら
れ
て
い
く
。

介
護
保
険
制
度
の
現
状
と

今
後
を
ど
う
見
る
か
？

【
市
の
答
弁
】
市
の
高
齢

者
人
口
は
、
今
年
３
月
で

１
万
２
４
６
２
人
、
高
齢

化
率
は
３
５
．
５
％
だ
。

今
後
、
７
５
歳
以
上
の
高

齢
者
人
口
の
ピ
ー
ク
は
１

０
年
後
の
平
成
３
７
年
と

考
え
て
い
る
。
介
護
予
防

に
重
点
を
置
き
、
可
能
な

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
活
が
で
き
る

よ
う
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

取
り
組
む
。

介
護
保
険
制
度
の
改

正
で
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
悪
化

①
「
要
支
援
１
・
２
」
を

介
護
保
険
か
ら
切
り
離
し

【
市
の
答
弁
】

要
支
援

１
・
２
の
ヘ
ル
パ
ー
訪
問
、

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
は
、
平
成

２
８
年
度
に
市
の
事
業

（
地
域
支
援
事
業
）
に

移
行
す
る
。
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
「
す
こ
や
か

シ
ニ
ア
教
室
」
を
実
施
。

ま
た
、
ヘ
ル
パ
ー
訪

問
は
綾
部
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
委

託
し
て
い
る
。
２
８

年
度
向
け
て
、
内
容

や
利
用
料
を
現
在
検

討
し
て
い
る
。

【
質
問
】
こ
の
地
域

支
援
事
業
は
サ
ー
ビ

ス
提
供
者
が
無
資
格

で
も
可
能
だ
が
、
認

知
症
な
ど
の
早
期
発

見
・
対
応
が
可
能
か
？

今
ま
で
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
よ
う
に
食
事
、

入
浴
が
で
き
る
の
か
？

【
市
の
答
弁
】
一
定
の
研

修
を
受
講
し
た
人
が
対
応

し
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
定
期
的
に
把
握
す
る
の

で
、
無
資
格
者
に
任
せ
る

と
い
う
認
識
は
な
い
。

要
支
援
の
方
が
一
律
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
の
で

は
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
適
切
な
人
に

提
供
さ
れ
る
。
そ
の
判
断

は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
専
門
職
が
行
う
。
（
つ

ま
り
、
「
要
支
援
」
の
食

事
や
入
浴
サ
ー
ビ
ス
は
一

部
の
人
し
か
受
け
ら
れ
な

く
な
る
と
い
う
こ
と
）

②
非
課
税
世
帯
の
施
設
利

用
厳
格
化
で
６
万
円
の
負

担
増
に

【
質
問
】
今
年
８
月
か
ら

非
課
税
世
帯
の
方
の
施
設

利
用
（
特
養
ホ
ー
ム
・
老

健
施
設
・
介
護
療
養
医
療

施
設
）
が
厳
格
化
さ
れ
、

貯
金
が
一
定
額
以
上
あ
れ

ば
、
居
住
費
の
軽
減
措
置

が
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、

貯
金
通
帳
の
コ
ピ
ー
提
出

が
求
め
ら
れ
た
。
軽
減
措

置
が
な
く
な
る
と
一
ヶ
月

４
～
６
万
円
の
負
担
増
に

な
る
た
め
施
設
利
用
で
き

な
い
人
が
出
る
の
で
な
い

か
。

【
市
の
答
弁
】

８
月
実
施
の
た
め
把
握

で
き
て
い
な
い
が
、
経
済

的
な
負
担
が
サ
ー
ビ
ス
利

用
の
抑
制
に
な
ら
ぬ
よ
う
、

利
用
者
負
担
の
軽
減
に
努

め
る
。

③
介
護
保
険
料
大
幅
引
き

上
げ
が
生
活
を
圧
迫

【
質
問
】
昨
年
、
市
が
実

施
し
た
高
齢
者
ア
ン
ケ
ー

ト
で
も
「
経
済
的
に
苦
し

い
」
は
６
２
％
も
あ
る
。

保
険
料
・
利
用
料
を
引
き

下
げ
る
た
め
の
努
力
を
求

め
る
。

【
市
の
答
弁
】
新
た
に
国

の
制
度
と
し
て
、
低
所
得

者
の
保
険
料
軽
減
が
実
施

さ
れ
た
。
綾
部
市
も
独
自

減
免
を
実
施
し
て
い
る
。

８
月
か
ら
一
定
所
得
の
あ

る
方
の
利
用
料
が
２
割
負

担
に
な
っ
た
が
、
「
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
の
制

度
で
上
限
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
（
対
象
者
に
は
通

知
あ
り
）

保
険
料
が
上
昇
し
続
け

る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い

が
、
制
度
の
仕
組
み
上
や

む
を
得
な
い
。

④
介
護
報
酬
マ
イ
ナ
ス
改

定
は
事
業
所
に
大
打
撃

【
質
問
】
介
護
事
業
所
に

支
払
わ
れ
る
介
護
報
酬
は
、

４
月
か
ら
大
幅
引
き
下
げ
。

介
護
従
事
者
の
月
額
賃
金

は
全
産
業
平
均
よ
り
９
万

円
も
低
い
。

京
都
社
会
保
障
推
進
協

議
会
が
府
内
事
業
所
ア
ン

ケ
ー
ト
を
さ
れ
た
が
、
結

果
は
「
経
営
は
後
退
」
で
、

そ
の
対
応
策
は
賃
金
引
下

げ
・
人
員
削
減
・
事
業
の

廃
止
と
答
え
て
い
る
。
綾

部
市
内
の
複
数
の
事
業
所

訪
問
で
、
「
大
幅
赤
字
」

「
求
人
し
て
も
介
護
職
が

集
ま
ら
な
い
。
せ
め
て
中

小
企
業
並
み
の
賃
金
保
障

を
」
「
基
準
よ
り
多
い
職

員
配
置
し
て
い
る
こ
と
を

わ
か
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
声
が
あ
っ
た
。
市
の
見

解
は
ど
う
か
。

【
答
弁
】
介
護
報
酬
改
定

全
体
で
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ

て
お
り
、
事
業
所
の
運
営

や
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保

等
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

市
長
会
等
で
要
望
は
出
し

て
い
る
が
、
引
き
続
き
利

用
者
負
担
の
軽
減
等
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
介
護

保
険
財
政
の
健
全
運
営
に

努
め
て
い
き
た
い
。

介
護
保
険
制
度
１
５
年
経
過

「
安
心
の
介
護
」
を
保
障
す
る
こ

■
介
護
保
険
制
度
１
５
年
経
過

・
「
老
後
の
安
心
」
は
保
障
さ
れ
て
い
る
か

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
低
下
や
経
済
的
負
担
に
対
す
る

市
の
施
策
は

・
介
護
報
酬
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
事
業
所
へ
の
影
響

■
森
林
整
備
で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
一
歩
を

（
地
産
地
消
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
で
、
経
済
効
果
と

雇
用
の
創
出
を
）

・
森
林
資
源
を
活
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
は

地
方
創
生
の
一
助
と
な
る

■
市
内
の
浸
水
被
害
地
域
の
改
善
計
画
は

一緒に配布する
議員団ニュース
とあわせてお読
み下さい
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施
設
入
所
に
必
要
な
費
用

は
？
「
要
介
護
３
・
多
床
室

で
８
万
８
千
円
。
要
介
護
５
・

個
室
で
１
３
万
円
必
要
」
と

市
の
答
弁
。
こ
れ
で
は
国
民

年
金
で
入
所
で
き
な
い
。

今
年
国
の
防
衛
予
算
は
５

兆
円
を
超
え
た
が
、
オ
ス
プ

レ
イ
５
機
６
０
０
億
円
と
、

介
護
報
酬
削
減
分
が
ほ
ぼ
同

額
。
国
民
の
「
介
護
」
ま
で

削
っ
て
必
要
で
し
ょ
う
か
。

介護施設では「２４時間」の介護を提供。利用者も
労働者も安心できる制度への改正が必要。
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全
国
水
源
の
里
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
１
０

月
２
０
・
２
１
日
に

開
催
さ
れ
、
綾
部
市

か
ら
水
源
の
里
の
み

な
さ
ん
な
ど
と
参
加

し
ま
し
た
。

初
日
は
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
、
明
治
大
学

農
学
部
、
小
田
切
徳

美
教
授
の
「
見
え
て

き
た
！
農
山
村
再
生
」

の
講
演
。
農
山
村
は

「
消
滅
し
な
い
」
と
、

デ
ー
タ
ー
を
も
と
に

話
さ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
会
社
社

長
、
薪
ボ
イ
ラ
ー
の

薪
を
提
供
す
る
組
織

代
表
、
エ
コ
運
営
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
代
表
な
ど
、
興

味
深
い
お
話
で
し
た
。

翌
日
は
、
４
コ
ー

ス
あ
る
視
察
ツ
ア
ー

に
参
加
。
私
は
「
大

き
な
里
山
資
本
主
義

コ
ー
ス
」
で
、
４
月

か
ら
稼
働
し
て
い
る

「
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
」
の
見
学
。

チ
ッ
プ
木
材
（
山

で
今
ま
で
捨
て
ら
れ

て
い
た
木
の
皮
や
小

枝
も
含
め
）
を
燃
や

し
て
電
気
と
い
う
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
ま

す
。
工
場
内
の
電
気

を
ま
か
な
い
、
中
国

電
力
に
売
電
し
て
い

ま
す
。

真
庭
市
は
鳥
取
県

境
に
位
置
す
る
人
口

４
．
８
万
人
の
市
で
、

綾
部
市
と
同
様
、
森

林
が
８
割
を
占
め
て

い
ま
す
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
で
循
環
型
社

会
を
つ
く
る
先
進
地

と
し
て
注
目
を
浴
び
、

見
学
者
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

私
が
参
加
し
た
コ
ー

ス
は
、
発
電
施
設
で

し
た
が
、
生
ご
み
た

い
肥
、
廃
食
油
か
ら

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
、
薪

ス
ト
ー
ブ
な
ど
、
地

域
に
あ
る
も
の
で
産

業
を
生
み
出
し
て
い

ま
す
。

私
も
、
森
林
整
備

と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
、
新
た
な
仕

事
お
こ
し
が
で
き
る

よ
う
綾
部
市
に
求
め

て
い
ま
す
。

全
国
水
源
の
里
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム

日
本
平
和
大
会
が

１
０
月
３
１
日
、
１

１
月
１
日
の
２
日
間

御
殿
場
市
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

一
日
目
に
東
富
士

演
習
場
を
見
学
。
こ

こ
は
「
世
界
第
２
位
、

ア
ジ
ア
最
大
の
米
軍

演
習
場
」
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
米
軍

施
設
の
キ
ャ
ン
プ
・

富
士
が
あ
り
、
海
兵

隊
と
自
衛
隊
が
毎
日

の
よ
う
に
早
朝
か
ら

夜
ま
で
演
習
を
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

驚
い
た
こ
と
に
、

日
本
で
は
毒
物
指
定

の
「
白
リ
ン
弾
」
訓

練
ま
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

見
学
中
、
２
機
の
ヘ

リ
が
飛
来
し
て
き
ま

し
た
が
、
オ
ス
プ
レ

イ
も
よ
く
飛
来
す
る

そ
う
で
す
。

「
世
界
遺
産
の
富
士

山
に
、
砲
弾
を
撃
つ

な
！
」
と
パ
レ
ー
ド

し
て
き
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
日
本

在
住
ア
メ
リ
カ
人
の

バ
ク
レ
ー
さ
ん
も
参

加
さ
れ
、
自
主
映
画

「
ザ
・
思
い
や
り
」

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

「
思
い
や
り
予
算
」

は
日
本
人
が
自
ら
働

い
て
支
払
っ
て
い
る

税
金
か
ら
年
間
、
米

兵
一
人
当
た
り
１
３

０
０
万
円
と
い
う
膨

大
な
額
を
支
給
し
て

い
ま
す
。
そ
の
不
条

理
さ
と
矛
盾
を
面
白

お
か
し
く
問
い
か
け

た
映
画
で
す
。

集
会
で
、
あ
る
高

校
生
は
「
戦
争
法
反

対
デ
モ
に
参
加
す
る

と
受
験
に
響
く
か
も

と
躊
躇
し
た
が
、
一

番
怖
い
の
は
戦
争
だ
」

と
、
参
加
者
を
広
げ

る
努
力
を
し
た
と
発

言
さ
れ
、
そ
の
力
強

さ
に
元
気
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

【
質
問
】

集
中
豪
雨
な
ど
で
市

道
の
側
溝
が
あ
ふ
れ
冠

水
、
人
家
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
事
例
が
、
地
元

大
島
町
に
も
あ
る
が
、

市
内
で
何
件
ほ
ど
こ
う

い
う
事
例
が
あ
る
の
か
。

市
へ
の
要
望
を
何
年

繰
り
返
し
て
も
改
善
の

見
通
し
が
見
え
な
い
。

「
順
次
実
施
し
ま
す
」

の
回
答
で
は
な
く
、
市

民
に
見
え
る
よ
う
に
年

次
計
画
等
で
対
応
で
き

な
い
の
か
。

【
答
弁
】

浸
水
被
害
は
、
大
き

な
と
こ
ろ
で
は
大
島
町
、

上
延
町
、
位
田
町
、
上

野
町
、
本
町
な
ど
に
確

認
し
て
い
る
。
そ
れ
以

外
に
も
道
路
冠
水
は
発

生
し
て
い
る
。

地
域
要
望
は
多
く
上

が
っ
て
お
り
、
早
急
な

対
応
が
で
き
て
い
な
い
。

地
元
役
員
さ
ん
と
十
分

調
整
を
図
る
中
で
整
備

を
進
め
た
い
。

市
内
の
浸
水
被
害
地
域
の
改
善
計
画
は人

家
へ
の
被
害
が
あ

る
箇
所
は
早
急
に
改
修

す
る
よ
う
強
く
求
め
ま

し
た
。

利用価値のない小枝や木の皮などの
「木質バイオマス集積基地」

「
戦
争
法
廃
止
を
求
め
る
」

２
千
万
署
名
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す


